
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 第一回のワークショップで集まった地区の「困りごと」や「自慢」
を踏まえ、第二回のワークショップでは、「困りごとを解決するとど
んな地区になるか」「今ある魅力や取り組みを生かして、どんな地区
にしていきたいか」を話し合いました。 
その後、目指す地区になるために「今、地区や自分でやっているこ

と」「今後、自分がやってみたいこと」「自分でなくてもやったほうが
いいこと」などのアイデアを出し合い、「地区で目指す姿」「具体的な
取組みの例」としてまとめました。 

 

日時：10月 22日（火・祝）18時 30分～     
場所：メディア交流館 
参加者数：24名 

 
 

【万田地区の参加状況】 

 

万田地区 

第二回ワークショップレポート 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

■万田地区で話し合った目指す姿と具体的な取組みの例 

(目指す姿)

対策の方向性①

対策の方向性②

対策の方向性③

対策の方向性④

　【行政にしてほしいこと】

・避難場所をもっとわかりやすく

　身近な方への声掛けをしてほしい

・道路に色分けをして散歩コースを作ってほしい

学校や子ども会と連携して
リサイクル活動などを行う

高齢者を支える

いきいきサロンの実施

具体的な取組み①

具体的な取組み②

具体的な取組み④

歌碑巡りを地域観光の目玉にする

防犯カメラの設置 ボランティア活動への参加を促す

具体的な取組み③

インスタ映えするスポットを駅につくる 災害対策や防災マップをつくる 婦人会・老人会合同のグランドゴルフ大会

登下校時の見守り 四ツ山までの道を整備 若者と先輩の意見交換の場をつくる

夕方市 防災訓練を行う 県境綱引きの復活

防犯灯の管理

商店街に新しいお店ができやすい
仕組みをつくる

夜警の実施 若者が好きなパフォーマーをよぶ ＩＣＴを使った情報発信

役員だけでなくみんなで応援する

ほしいものが地域で買えるまちに 防犯につながる活動 こくんぞさんのにぎわいを若い世代にもつなぐ 次世代の活躍を促す

（地区全体の方針）　　荒尾駅を中心にした活気のあるまち

「にぎわいがある」まち「災害・犯罪に強い」まち「便利で快適な」まち 「つながりがある」まち

地域で声を掛け合えるより快適な荒尾駅へ 防災につながる活動 様々なお祭り・行事のさらなる活性化

駅前の花植え・除草・清掃 「笑顔で」あいさつする

お祭り・行事に積極的に参加する

避難所の確保

防災ネットワークづくり夕方市の活性化

独居の高齢者の見守り

「海達公子」をキーとした観光振興 子どもを大切にする

地域で買い物をする

近所の人への目配り・気配り

子どもサロンの実施

子どもが安心して遊べる公園や広場の整備

若い人が参加しやすいイベントをつくる

周囲にお祭り・行事への参加を呼びかける

課②

課②

課②

課①

魅②

課③

課③ 魅①

魅①

課②

魅③

３　環境
・空き家、空き地と雑草問題
・野良猫の増加、エサやりやフンの問題
・ゴミの分別等のリール厳守

課③

１　荒尾駅
・階段しかなく、長くて急で危険、
　エレベーター、エスカレーターがない
・東口を設置してほしい
・プロローグ広場の街灯が点いておらず暗くて危険、
　防犯カメラがほしい

地区の
課題

地区の
魅力

課①

３　開発と利便性
・郵便局、銀行、大規模小売店、荒尾駅、交番、自動車
学校などがある
・飲食店が多い
・開発が進み人口が増えている地区がある

魅③

課②

２　地域のつながり
・地域活動参加率の低下
・自治会加入率の低下、役員のなり手不足
　（自治会加入率72.8％、市内10位）
・老人会、子ども会、婦人会参加者減少
・公民館等の集える場所がない

１　お祭りが多い
・こくんぞさん（四ツ山神社）
・えびす祭り
・宮島神社（秋の大祭）
・日の出町内会仲良し保育園夏祭り、秋祭り

２　展望や景観、名所
・有明海の夕日
・四ツ山公園の展望
・有明干潟
・桜の名所が多い

魅①

魅②


